
主催：紙芝居劇むすび、マルガサリ

協力：大阪公立大学都市科学・防災研究センター

料金：二千円（前売り）、二千五百円（当日）
小学生半額、未就学児童無料、障害のある方、介助の方、１名ずつにつき半額

プログラム :『文ちゃんの冥土めぐり』ほか

出演 :紙芝居劇むすび／マルガサリ　＋　ほんまなほ／グダンパナス有志

日時

２０２４年７月２７日（土）

開場 :午後２時、開演 :午後３時

場所

洗心の間

（大阪市天王寺区茶臼山町１-３１統国寺内）
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申込詳細裏面
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日時

２０２４年

７月２７日（土）

開場 :午後２時

開演 :午後３時

場所

洗心の間

（大阪市天王寺区

茶臼山町１-３１統国寺内）

紙芝居の新しい形態を追究するむすびと、

ジャワにルーツをもちつつガムランの表現

方法を更新し続けるマルガサリの、３年越

しのコラボの集大成。浅田浩が残した名作

『文ちゃんの冥土めぐり』〔２００５〕の最新

バージョンを引っ提げて登場。

紙芝居劇むすび〔２００５～〕

大阪市西成区を拠点に結成されたむすびは、紙芝居に歌が入り、演者が面をつけ、小道具が飛び出すユニークな上演ス

タイルで知られている。当初は戦争体験者や野宿経験者が多く、７０歳以上の高齢男性が中心であったが、結成から２

０年近く経ついま、メンバーの属性は大きく変化している。性別表現、性自認が多様な人たちが含まれており、経歴的

には詩人、音楽家、俳優、ユーチューバーといった背景をもつなど、エッジの効いた表現者集団となっている。発足当

初の牧歌的な光景からすれば大きく様変わりしているが、拠点の釜ヶ崎が、周縁化されがちな人々にとって住みやすい

空間であることと無関係ではないだろう。

レパートリーは『桃太郎』などよく知られた物語の翻案系が４作、オリジナルが９作ある。２００７年にロンドンで開

催された ‘Ten Feet Away Festival‘に招聘され、好評を博す。その体験は『おじちゃんたちのロンドン珍道中』という

作品になった。２０２１年よりマルガサリとのコラボを始め、『プトリと十二人のプトラ』『王子と少年』の２作が生ま

れている。今回の『文ちゃんの冥土めぐり』は最も上演回数の多い人気作品である。

マルガサリ〔１９９８～〕

大阪府豊能町の元寒天工場をリノベーションしたクリエイティブスペース「スペース天」を拠点に、インドネシアのジャ

ワ・ガムランを用いた様々な表現活動に取り組んでいる。メンバーには音楽家、美術家、研究者、教育者、アートマネジャー、

雑貨・アパレル店経営者など幅広い背景をもつ人材が集結し、単なる合奏団に留まらないコレクティブな活動を展開し

ている。野村誠、三輪眞弘など実験的な作曲家とのコラボによる新作初演を活発に行い、２０２３年にはサントリーホー

ル・サマーフェスティバルにおいてメインアーティストとして招聘され、小出稚子、宮内康乃、藤枝守、野村誠の委嘱

新作を初演するほか、インドネシアのアート・コレクティブ KITA と協働して、３日間のフェスティバル型の公演を実施

するなど大きな話題を呼んだ。２０２５年３月には、おおさか創造千島財団の公募助成に採択された公演を行う予定である。

他方で、発足当初より社会とのリアルな関わりを重視し、障害者や被災者、ホームレス、日雇い労働者、高齢者、過疎

地域の子どもなど、多様な背景をもつ人たちとの協働を行い、2021 年から京都府木津川市の農家（寺子屋やぎや）に第

２拠点を設けている。

会場へは靴をぬいでの

入場となります

会場アクセス

料　　金：二千円（前売り）、二千五百円（当日）

　　　　　小学生半額、未就学児童無料、障害のある方、介助の方、１名ずつにつき半額

申込方法 : 左記の QR コードによりお申し込みいただくか、メールにて「お名前、来場される人数、電話番号」　

　　　　　をお伝えください。料金は当日精算です。

問 合 先　：　e-mail: gamelan.margasari@gmail.com（マルガサリ）  phone: 090-3651-7488（公演担当）

●電車

・JR 天王寺駅北口より公園方向へ谷町筋を

　西北に進み徒歩5分。

・地下鉄谷町線天王寺駅より北へ徒歩5分。

・地下鉄御堂筋線天王寺駅より北へ徒歩7 分。

●タクシー

茶臼山郵便局の次の三叉路角（信号なし）

を左へ曲がった正面。

●高速道路

阪神高速　天王寺降り口から車で3分。

※会場には駐車場がございませんので、近隣

のコインパーキングなどをご利用ください。
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↑申込フォーム


